
 

 

 

 

 

 

第 15 回大間原発反対集会、前日からのロックフェスティバルとで計 360 人が結集！ 
『小さなスマイルを大きな力に！』を合言葉に大間町

で J パワー（電源開発）が建設を進めている大間原発に

反対し、反核や非核を訴える「大 MAGROCK（マグロック）

フェスティバル」と「大間原発反対現地集会」が７月 22、

23 日に原発敷地に隣接する「大間原発に反対する地主の

会」所有地で開かれました。国が大間原発の建設を許可

した 2008 年から始まったこのイベントは今回で 15 回目

となりました。 

 23 日の現地集会には、青森県内のみならず原子力施設

を抱える宮城や新潟の各県、津軽海峡を挟んだ対岸の北

海道函館市などから計 200 人が集まりました。集会では

「大間原発に反対する地主の会」の今村修代表が「30 年

を過ぎても完成しない六ケ所村の核燃料サイクル施設と、

そこから出たプルトニウムを使って動かす大間原発は裏

表の関係だ」などと指摘し、むつ市の中間貯蔵施設など

も含めた原子力関連施設の「すべてを止めよう」と呼び

かけました。また、下北現地からは先の知事選挙で『脱

原発』を訴えて健闘した横垣成年元むつ市議が連帯の挨

拶をしました。 

 集会後、参加者たちは、「原発いらない！」「核のご

みを持ち込むな！」などとシュプレヒコールをしながら

町内をデモ行進しました。 

22、23 両日にわたり開催されたマグロックには県内外

から 10 組を超える団体、個人によるパフォーマンスが繰

り広げられました。また、22 日夜には大間町総合開発セ

ンターで『大間でトークナイト 2023』と題したフリーデ

ィスカッションも開催され、核に頼らない地域づくりに

ついて話し合いました。 

この２日間で集会、ロックフェスティバル、トークナ

イト延べ 360人が結集しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「大間原発に反対する地主の会」の今村修代表       集会には炎天下でしたが 200 名を超える参加者が… 
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むつ市議選 10 月１日投票！杉浦弘樹議員も再選へ本格始動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【ごあいさつ】             杉 浦 弘 樹 

 初当選から４年が経過し、これまでに地域の皆様方の

声を議会に届け、政策に反映させる活動を行ってまいり

ました。一般質問は、毎回議会で行うこと 15 回、議案質

疑や常任委員会、各特別委員会では多くの質疑を行い、

地域の問題点を解決するべく議会で発言をしてまいりま

した。一般質問の内容といたしましては、主にむつ市の

基幹産業である漁業に関する質問や、観光政策、地域公

共交通政策、鳥獣被害対策等を質問してきました。 

 また、議会での活動だけではなく、地域住民からの相

談や要望等の活動も積極的､に行ってまいりました。除雪

での道路破損の修繕や放課後児童健全育成事業がない__

地区の長期休業日の受け入れ体制設置、大雨災害での川

の氾濫箇所の早期浚渫工事の要望、市が運営する施設へ

の入所手続きの支援、町内や地域にある集会所の修繕の

要望等を行ってまいりました。 

思い返せば、この４年間の多くは新型コロナウイルス 

感染症の世界的な蔓延により活動が制限され、経済が疲

弊した難しい４年間でありま

した。しかし、その中でも世

界や日本、そして地域がこの

局面を乗り越え、新たなステ

ージへと移行していく大事な

時期にきているものと感じて

おります。 

 私、杉浦弘樹はこれまで

も、そしてこれからも地域の

発展のため、皆様方の声を議

会に届け、政策に反映させるよう積極的に活動を行って

まいります。また、私の理念でもあります、多様な意見

や価値観が尊重される社会、住民一人ひとりが輝く地域

づくリヘ向け、持続可能な地域社会の形成を目指して、

今後も皆様とともに活動を続けてまいります。 

《これまでの活動実績の一部》 
・ 長年放置された除雪での道路破圈を修復する工事の要請、その後に修復工事実施。 

・ 小学生の親からの相談により、放課後児童健全育成事業がない地区の長期休業日の受け入れ体制の整備。 

・ 令和４年８月脇野沢地区での大雨災害において川の氾濫箇所の早期浚渫工事の要請、その後補正予算が組まれ９

月から工事を実施。 

・ 災害で浸水する国道に対する下北地域県民への改善工事の要望。 

・ 集会所の屋根のペンキ塗り実施要請や修繕の要望 

・ 市が運営する施設への入所手続きの支援。 

・ 川内、脇野沢両消防分署の機能を残す必要性を一般質問で訴える、その後両消防分署の新規建替え計画が決定。 

 任期満了に伴うむつ市議会議員選挙は

９月 24 日告示、10 月１日投開票のスケ

ジュールで行われます。 

 今回の選挙は先の４月の補欠選挙（無

投票）当選者の３名も交えた少数激戦が

予想されます。 

 杉浦議員は立憲民主党公認で２期目の

当選をめざし、日々精力的に行動してい

ます。この４年間、地域に密着した課題

や市の原子力政策など計 15 回の一般質

問を行いながら市民とのパイプ役として

の任務を果たしてきました。 

 今回の選挙では山本信悦立憲民主党む

つ下北支部幹事長を選対本部長に据えて

万全の態勢で本格的な活動をスタートし

ました。 

 選挙事務所は連合下北地域協議会事務

所の真向かいを予定し、今月 20 日以降

は選対本部長の常駐も予定しています。 

 定数 22 名中杉浦議員と２名の共産党

議員以外がオール与党という議会勢力の

中で何としても杉浦議員の再選が健全な

市政運営のためにも必須です。みなさん

の御支持、ご支援をお願いします。 



ローカル鉄道路線の維持へ向けて沿線自治体へ要請行動が行われました 

～むつ市、横浜町、野辺地町でいずれも市長、町長が対応しました～ 
 「下北半島の大動脈ＪＲ大湊線を守る会」（山本司代

表）は７月 21日にむつ市、25日には横浜町及び野辺地町

を訪れ、ローカル線の維持による地域活性化創造のため

の要請行動を行いました。 

 この行動は「地域公共交通活性化再生法」が４月に成

立したことに伴い、必要に応じて国の主導の下に「再構

築協議会」を結成し該当路線の存廃や輸送方法の転換な

どが論議されることになります。こうした状況下では赤

字体質を前面にだした議論がされることが必至となるた

め、沿線自治体として地域活性化を重点に据えた対応が

重要となるため、今回の行動を行ったものです。 

 ３自治体とも市長、町長が直接応対し、会の要請に真

摯に耳を傾けていただき、問題意識を共有しながらで自

治体としても可能な限りの知恵を絞りながら取り組んで

いくことを表明しました。 

要請行動には連合下北退

職者協議会のメンバーの

他、ローカル線問題を議会

活動の最重要課題の一つと

位置付けて活動している杉

浦弘樹むつ市議会議員も帯

同しました。 
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要請内容（むつ市宛）のポイント       

① 国鉄改革時のスキームに踏まえ、赤字ローカル線の

問題を地方の議題に切り締めること無く、未来の日本

全体の鉄道の在り方を国策として議論をするために、

むつ市としてあらゆる方面へ働き掛けることを要請し

ます。 

② 「廃線」では、人流、物流が阻害され地域の活性化

は望めません。「上下分離方式」では結局、自治体の

経済的な負担が増し、将来的に自治体運営に支障を来

たします。鉄道の特性である定時性・速達性の向上と

ともに、安全性向上と大規模災害時のライフライン確

保の為、大規模工事を含めた現存の鉄道の再整備を国

の施策として検討していくことが必要です。鉄道再生

の為にあらゆる方面に働き掛けることを要請します。 

③ JR 大湊線沿線及び周辺地域の活性化を目的に設立さ

れた「JR 大湊線活性化協議会」の中で、どのような議

論が行われているのか私たちも関心を持っています。

地域住民に議論の内容を周知するよう要請します。 

④ むつ市総合経営計画後期基本計画の『広域交通ネッ

トワークの形成』の項において、『現状と課題』とし

て「JR 大湊線については、風規制の緩和及び安全対策

工事がなされ、強風による運休は大幅に減少しました

が、一層の利便性向上及び利用者数の増加が課題とな

っています。」と記載されています。こうした課題に

向けて、利用しやすい JR 大湊線とするため、列車ダイ

ヤや接続などについても「JR 大湊線活性化協議会」の

中で議論していただくよう要請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 30 回 浮島丸出港追悼集会 
・と き 2023 年８月 22 日（火）午後１時 30 分～ 

・ところ むつ市中央公民館駐車場（雨天時は公民館内） 

※ 集会後、浮島丸事件をめぐる学習会（講師：建部玲子元県議）を予定しています 

～再び悲劇のないよう、犠牲者を悼み、みなさんのご参加をお待ちしています～ 



 

 

 むつ市の使用済み核燃料中間貯蔵施設は、原子力規制

委員会による一連の審査がほぼ終了したと伝えられてい

ます。また、安全対策工事も本年度中に完了する予定と

されています。リサイクル燃料貯蔵（ＲＦＳ）は、これ

に合わせて事業開始時期を示すとしていましたが、最初

の搬出元となる東京電力柏崎刈羽原発は核燃料の移動を

禁じる是正措置命令が続いていることに加え、施設稼働

の前提となるはずの再処理工場はさらに、その完成稼働

は全く先が見越せない状態が続いています。 

こうした根本的な問題もあります。電気事業連合会の

池辺会長も 2020 年７月、『再処理工場と中間貯蔵施設の

操業はセット』という趣旨の発言をしており、工場の完

工前に中間貯蔵事業が始まれば、本来の目的との整合性

が問われることは必至です。県内の多くの関係者が「現

段階では正式な事業開始時期は決めようがないだろう」

との見方を示しています。もちろん、稼働前には当時の

協定書に基づく地元との安全協定もまだスケジュール化

がされていません。むつ市が制定を求める使用済み核燃

料税問題も宙に浮いたままです。 

また、事業開始に向けては、実際に燃料を入れた金属

容器（キャスク）を受け入れて行う最終検査を行う必要

があります。しかし、前述のとおり、柏崎刈羽原発から

試験用のキャスク自体の搬入が不可能なため、この最終

検査もメドが立っていません。 

 こうした中、８月２日に山口県上関町の中国電力所有

の土地に隣接する関西電力が共同であらたな使用済み核

燃料中間貯蔵施設を計画する案が急浮上してきました。 

 同町にはかなり以前より上関原発構想があったものの

住民の反対など計画が進んでいないこともあり、原子力

マネーで地域の活性化を目論む自治体があることも事実

です。また福井県からの使用済み核燃料の県外搬出を地

元原発の再稼働の前提条件とされていることから２電力

会社や原発推進派の思惑が今回の構想が浮上したものと

思われます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ中間貯蔵施設、稼働時期が見越せない中、 
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山口県上関町にあらたな中間貯蔵施設計画が… 

 

8/2
 

朝
日
新
聞 

8/3 デーリー東北 

自治体財源確保へ原子力施設が脚光を浴びる現実 
 今回の上関町は 40 年以上前から中国電力による原発計画がありました

が予定地付近の祝島住民の猛烈な反対運動、そして３・11 大事故の影響

で計画は進んでいない現状があります。地元経済界が期待した「原発マ

ネー」の恩恵はなく、あらたな地域振興策として中間貯蔵施設構想が出

されました。原発を再稼働させていない中国電力は、使用済核燃料の保

管場所に困っているわけでもなく、この計画は喫緊の課題ではなく、こ

うした事業投資の経営体力もないとされています。 

 一方、関西電力にとって使用済核燃料の保管先の確保は最優先の課題

であり、美浜や高浜原発を稼働させる条件として、今年末までに福井県

外に保管場所の候補地を確定させることを福井県に約束しています。 

 こうした思惑が絡み合って今回の共同計画が持ち上がりました。 



風間浦村役場庁舎の移転新築がクローズアップされています 
 築後 87 年となる風間浦役場庁舎などの新築移転構想が

2026 年度供用へ向けて具体的に動き出しました。隣接す

る大間町役場庁舎、むつ市役所庁舎といずれも電力会社

の財政負担を引き出しながら豪華な建物となっている中、

同村の庁舎の建て替え、津波対策としての移転の必要性

は誰もが異存のない政策と思われます。 

しかし、その費用が 33 億円という破格の金額になるこ

となどから各方面から様々な意見が出されています。 

 先日、朝日新聞がこの件を大きく取り上げています。 

 ちなみに大間町役場庁舎に新築費用は 19 億円（うち J

パワー７億円負担）、むつ市役所庁舎は 28 億円（うち東

電 15億円寄付：推定）となっています。 
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中川（小針屋）五郎治という人物をご存じでしょうか 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

下北の星・中川（小針屋）五郎治 
樺太やロシア・満州など、酷寒の

異国をさまよい、奇跡の生還をした

川内の小針屋五郎治は、江戸末期に

実在した人物である。後世の医学界

やスキー界の先駆とも言うべき事実

は小説よりも奇なりという雄大なロ

マンの主である。 

 五郎治は明和５年（1768）陸奥湾

の川内町に生まれた。親は貧しい稼

ぎ人で、屋号を小針屋といった。五

郎治は口減らしのため、少年時代か

ら蝦夷の松前に働きに出された。30

歳を越えた頃から千島の択捉まで足

をのばし、番人小頭として働くよう

になったのは 35歳の時、突然の異変

に遇ってロシアの俘虜になったのが

40歳の時である。 

千島の択捉の代表的な漁場、老門

（おいと）には、幕府の御用船（高

田屋嘉兵衛の持船）1260石の「歓厚

丸」が錨をおろしていた。幕府の会

所、紗那からは役人児玉嘉内、内保

からは番人小頭として五郎治が応援

にきていた。 

 その時、内保から飛脚がきて役人

の嘉内に書状を渡した。「異国船

だ。オロシア船二隻が内保に現われ

た」との知らせに、皆驚いた。 

 千島列島は日本とロシアの接点に

ある。南進を願っているロシアの意

図は、前から心配されてきたところ

だった。明和五年には、ロシアは択

捉島を占領したこともあった。両国

の空気は悪化、度々小ぜり合いが続

いていた。 

 嘉内は役人として内保に赴き、ロ 

シア船に退去を命じなければならな

い。嘉内の胸に、五郎治の顔が浮ん

できた。番人小頭の五郎治はアイヌ

語によく通じているばかりか、ロシ

ア語も若干はわかる。そして意志の

強い五郎治を、嘉内は利用すること

を考えついたのである。 

 児玉嘉内はすぐさま「五郎治、す

ぐ内保へ急げ。お前はロシア語が出

来る。紗那に回るようロシア船に伝

えよ。拙者は歓厚丸で紗那へ先行し

て待っている」 

 嘉内の逃腰に五郎治は腹が立った

が、反面、よしやってみよう、うま

く行けば自分にも道が開けるかも知

れない。 

 内保番屋の稼ぎ人は、みな気心の

知れた南部衆ばかりであった。佐兵

衛は烏沢、三助は椛山、六蔵は関根

だった。ただ一人長内だけは庄内だ

ったが、五人は兄弟のようにしてき

た仲間であった。 

 五郎治を乗せた小舟は、内保に向

って進んだ。彼はロシア船との交渉

をどう裁くか、考え続けていた。自

分にも好機がやってきた。上手くや

れば番小屋の責任者程度にはなれる

だろう。腹を決めてこの役をやり遂

げようと五郎治は心に決めていた。 

 内保に着くと、佐兵衛、三助、六

蔵たちは安心したように「いまのと

ころ赤人（ロシア人）の動きがな

い。山へ逃げて様子を見てみたらど

うか」と、佐兵衛が心配そうに五郎

治に言った。「いや、俺は残る。き

っとロシア船を紗那の会所に連れて

行く。役人の代りだもの」五郎治は

責任を感じて応えた。 

 佐兵衛たち三人が番屋を出て行く

と、間もなく赤人たちが番屋へやっ

てきて五郎治を取り囲んだ。早口に

何やらペラペラ話していたかと思う

と、忽ち五郎治に縄をかけた。五郎

治は観念した。仲間を早く逃してよ

かったと思った。 

 しかし、ほどなく五郎治の目の前

に、佐兵衛、三助、六蔵、長内の四

人が縛り上げられて連れてこられた

のである。五郎治たちはロシア船ユ

ノ号に連れて行かれ、そこで縄を解

かれたが、そこで驚いたことは船に

は自分達のほかに日本人の人夫がい

たことだった。 

 「オラたちァ、去年の秋、樺太で

つかまった」、彼等は大泊の番人で

源七、福松、富五郎、酉蔵の四人だ

った。 

 五郎治たちを乗せたユノ号は内保

を襲い、紗那を襲撃し、乱暴を働い

たあと宗谷の対岸、納沙布岬をかわ

し、礼文島を回って利尻島に停泊し

た。ここで五郎治と佐兵衛の二人以

外は釈放されて、船はさらにオホー

ツクへ航海を続ける。毎日、海ばか

り見ている退屈な中で、五郎治は次

のような記録を残している。パンの

製法である。『麦の粉に塩少々入

れ、水を加えて一夜置き、翌朝また

こね回し、餅を作り蒸焼きにして貯

え置く。食事のたび、小刀で切って

食うなり。このゆえ、朝夕、飯をた

く世話なし（麦の餅焼きの伝）』 

シリーズ・歴史を紐解く➉ 

かつて死の伝染病として恐れられた天

然痘。西洋でジェンナーという人が牛の

天然痘が軽度であることに目をつけ、い

わゆるワクチンを開発して、その予防方

法を発明します。 

ヨーロッパやロシアではこれが広まり

天然痘の猛威に怯えることはなくなって

いくのですが、江戸時代の日本にはこの

方法が伝わらず、神仏に頼り祈ることし

か出来ませんでした。この天然痘の予防

接種を日本で初めて導入したのがむつ市
川内町出身の中川五郎治なのです。 

 

むつ市役所川内庁舎敷地にある顕彰碑 



 ロシアのオホーツクに上陸したの

が、文化４年（1807）６月。五郎治

が第一回の脱走をこころみたのが６

年５月だったから、二年間をここで

暮らしたことになる。ここでの記録

では、 

 1. 五月まで海が凍り、六月帆船

がくる 

 2. 冬六ヶ月は夜、夏六ヶ月はみ

な昼なり 

 3. 「洋服」男女とも狐、テンハ

リス、鹿、羊にて作れる服を着

すなり 

 4. 「便所」丸い穴のところに腰

をかけ、穴に尻を押し込むなり 

誠に困るなり 

 「こんなところで死にたくない。

おれは来年厄年の 42歳、逃げるなら

今だ」、文化６年５月 11日未明、五

郎治と佐兵衛の二人は交易会所から

脱走する。成功したかに見えた。蔵

から盗んできた食糧を食い尽くし、

空腹の二人はツングースに助けられ

た。その間、筏を造っては川を渡

り、小屋掛けして住むなど二人は生

きる努力を続けたが、遂にオホーツ

クに連れ戻され逃走は失敗した。 

文化７年５月、二人は再び脱走。

やがてギリヤーク人に助けられ。こ

こで。樏（かんじき）を借りて雪道

を西に向うのである。（この頃から

“中川姓”を名乗っている） 

 五郎治の書いた「異境雑話」に

は、この樏（かんじき）について、

『履きも習わぬ五尺余りの板に製し

たる樏を履き―これはスキーのこと

で、さらに雪杖の絵があって―杖に

は下に丸い輪がついている。これに

より雪に入らず』と表現している。 

 こうして二人の逃走は続くが、佐

兵衛はツングースからもらった鯨の

肉にあたり、七転八倒の末、11月 22

日の朝方亡くなった。五郎治は越冬

小屋に一人残されることになる。 

ここで、五郎治はコザック兵に捕

まった。文化８年５月のことであ

る。この時は結局、一年余の脱走生

活で終った。 

 満州へ行きたい一心の五郎治だっ

たが、また捕われてヤクーツクでの

生活が始まった。 

そして彼等とともに、イルクーツ

クに着くのである。 

 ヤクーツクからイルクーツクへ行

く途中で、ある商人の家に宿泊し

た。たくさんの書物があり、ここで

五郎治は植疱瘡(うえほうそう)を図

解した「オスペンネエケニガ」とい

う本を見る。五郎治は商人に懇願し

て、これを貰い受けた。 

 五郎治はオホーツクで入院したこ

とがあり、その病院で種痘の技術を

習ったのであろう、『ヤクーツク、

オホーツクにて医者より、植疱瘡の

次第を習い得たり』と記してある。 

 少年の頃、川内町で天然痘に悩ま

され、死んで行った人々の不幸な思

い出が彼を研究熱心に駆り立てたも

のであろう。『水鉄砲（注射器）外

科の療法』として、注射器を尻に挿

し込まれ、石けん水を送りこまれ

て、『これ熱毒を洗い去る効果いち

じるしいもの』とも記している。 

 文化９年（1812）８月 12日、小針

屋五郎治は夢に見続けてきた日本の

国後島に帰ることが出来た。五郎治

45歳、捕われてから５年４ヵ月が流

れていた。９月５日、松前へ向っ

た。会所で所持品の一切を没収され

たが、その品々の中に革、股引、襦

袢、野菜の種などの外に、種痘の書

物二冊、石けん灌腸の注射器などが

あった。 

五郎治は松前からさらに江戸に呼 

び出され、ロシアの事情をくわしく

尋問された。最終的には川内泉龍寺

の寺請証文によって佐助の伜・五郎

治であるとの旨をもって、ようやく

自由の身となった。 

 五郎治が持参した種痘書は文政３

年（1820）、馬場佐十郎により「遁

花秘訳」として著わされている。 

 五郎治が松前福山で藩の小使いと

して暮らしていた頃、天然痘が流行

し、松前藩主の息子もこれに感染し

て死亡した。ある日、五郎治は松前

の大商人・大津屋の主人田中正右衛

門の呼び出しを受けた。 

 そして「実はロシア通詞の村上貞

助殿からあなたがロシアから持ち帰

った天然痘予防のことや、種痘術を

習得されたことを伺いました。ぜひ

私の娘にその医法を施して下さい」

と、懇願された。一時は断った五郎

治だったが、その進取の気象に動か

されて田中正右衛門の娘イク（11

歳）に、種痘を施したのである。五

郎治は 57歳になっていた。 

 これが評判になって、箱舘方面か

らも頼みにくるありさまで、人々は

五郎治を“植疱瘡植屋”と呼んだ。

五郎治の種痘は長崎で種痘に成功す

るよりも、実に 25年も前に行われて

いたのである。 

 五郎治の事跡は、後に日本初の種

痘施術者として北海道庁から拓植功

労賞を受け、従五位が贈られてい

る。彼はさらにはスキーにおいても

先駆者だったのであり、石けん水に

よる解熱注射やパンの製法など、多

岐にわたる先達であったのである。

（楠美鉄二「あっぱれ五郎治」 吉

村昭「北天の星」を資料とした） 

 

 

 

 

森勇男著「下北伝説の旅」より

抜粋しました。 

【編集後記】山口県上関町の使用済み核燃料中間貯蔵施設構想が２日からマス

コミ報道が続いている。当地に続く２番目の施設である。しかし、その発想は

地域住民を愚弄するもの以外の何物でもない。早速、広島などから私のところ

へ問い合わせなどがありました。内容は主には原子力マネーの実情だ。むつ市

は誘致当初から調査、建設、貯蔵のトータル期間 60年で約 1290億円を見込ん

でいると表明していた。果たしてこの数値の詳細は不明だが、本県の場合は各

種の原子力施設分も含まれていると考えれば、現在全く原子力施設のない山口

県でどのような金額なのか。町が調査に同意すれば、国から県と町に毎年計 1

億 4000万円が交付される見通しとのことだ。原子力マネーに手を染めて地方

自治体のプロパーの英知が潰されていくような気がしてならない。（栗） 「下北かるた」より 


